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四

丁
譯

富

土
山

の
北
方

に
あ
る
湖
水

へ
は
、
外
國

人

に
は
行

ッ
て
見
れ

も
の
は

少

な

い
。
尤

も
道

も
困
難

で
あ

る
し
、
宿

泊
所
等

も
よ

い
の
が
な

い
か
ら
で

も

あ

る

の
で
あ

る
。
で
健

脚
の
人
で

、
日
本
食

物
も
食

ひ
、

日
本

の
寝

所

も

關
は

ん
と
な
ら
ば

、
景
色

が
非
常

に
よ

い
の
で
、
總

て
の
不
自
由
は

償

ふ

こ
と
が
出

來

る
の
で
あ

る
。
北
方

の
古
平

原

は
曾

て
は

駿

河
灣

一
帯

に
見

渡
す

限
り

の
大
傾
斜

で
あ

つ
た

ら
う
が
、
富

士
山

が
忽
然
と

出
現

し
た

の

で
、

こ
の
景
は

な
く
な
つ
た

。
溶

石

の
流

れ
が
溢

れ
て

、
轉

び
下

つ
て
、

古
岩

石
に
支

へ
ら
れ
て
止

り
、
川
流
を

堰

い
た

の
で
、

こ
ゝ

に
連
續

し
た

湖
水

が
出
來
た

。

こ
れ
等
の
最

廣

い
溶

石
の
流

で
あ

る
青
木

ヶ
原
を

過

ぎ

ッ
た

、
こ

れ
は

常
磐

木

の
續

生

し
て
居

る
處

で
、
最

小
湖

の

シ
ヨ
ウ

ジ
(
精

進

)
と
最

大
湖

の

モ
ト

ス
(
本
栖

)
と

の
間

に
あ
る
。
樹
木

の
欝
蒼

と
し
た

小
徑
を

辿

る

の
で
數

時
間

を
費
し

て
着

い
た

の
は

夕
方
遅

く
、
埃

多

い
小

徑
遙

に
★
た

る
蒼

白

い
燈

の
見
え

る
の
が
、
宛
と
し

て
呪
咀

の

光

の

や

う

に
も
見

ら
れ
た

。
溶
石

と
古
岩

石

と
の
區

別
線
は
明

に
見
え

る
。
其

昔

溶

石
の
流

れ
が
古

岩

石
に
支

へ
ら
れ

て
、
固

形
の
波
を
殘

し

て
積

上
ッ
た

樣
が
好
く
分

る
の
で

。
地
中

の
或
部

分
で
は
今
猶

溶
石

の
動

揺
が

あ
る
と

い
ふ
譯
は
數

年
前

に
こ
ゝ

の
湖
水

が
浮

上
り
初

め
た

。
で
湖

水
は
平

ら
な

高

い
處

に
あ
る
の
で
、
湖
畔

に
棹

さ
す

と

、
小
屋

の
屋
根

や
稻
田

の
垣
が

下

の
方

に
見
え

る
。
そ
れ
で
枯

松
の
林

が
疲
せ

て
赤
裸

で
水

中
に
出

て
居

る
。
わ
が

見
た

日
本

の
中
で
は

モ
ト

ス
は

最
古

代

の
地
で

あ
ら
う
。
湖
水

が
浮

上
ッ
た

時

に
は
、
住

民
を
多
く
滅
亡
せ

し
め
た

で
あ
ら
う
、
生
殘

つ

た
も

の
は

僅

に
炭
燒

き
、
樵
夫

、
漁
者

の
如
き

で
あ

ッ
た

ら

う
と
思
は

れ

る
。
わ

れ
等

の
泊
ッ
た

茶
屋

は
木

口
は

立
派

で
あ

る
が

、
今
は

既

に
煤

け

處
々
破
損

し
た
處

さ

へ
あ
ッ

て
、
僅

に
昔

の
榮
華
を

示
し
顔

、
頓

て
物
價

の
騰
貴

で

も
し
な

け
れ
ば

、
回

復

も
出
來

ま

じ
き
有
樣

で

あ

ッ
た

。

こ
の

譯
は

翌
朝

わ
れ
等
外
國
人

二
人
と
從
僕

二
人
と
で

の
宿

泊
賃

九
十
錢

の
書

付
け
を

、
宿

の
主

人

が
悲

し
げ

に
差
出
し
た

の
で

も
知
ら
れ

る
。
わ
れ
等

は
湖
水
を

舟
で

越
し

て
、
對

岸

の
道

の
な

い
山

の
麓

へ
と
上
陸

し
た

。
山

は
丈

の
高

い
草

が
あ
り
野
生

の
花

の
咲

い
て
居

る
處

で

、
歩
行
に
甚
だ
困

難

で
は

あ

ッ
た

が

、

こ
の
地
方

に
馴

れ
た

案

内
者

の
事
で
あ

る
か
ら
、
容

易

に
富
士
川

の
方
向

へ
と
導

い
て
く

れ
た

。

こ
ゝ

で
わ

れ
等
は

火
山

地
を

全
く
離

れ
た

、
山
は

毛
欅

其
他

の
樹

木

が
澤
山

で
、
或
處

に
は
歯
朶

の
五

六
尺

の
高

さ
な

の
が
、
生

い
て
居
ッ
た

。

こ
の
日
は

立

派
な

天
氣
で
、
、
日

光
は

眩

き
ば

か
り

、
湖

水
の
後

に
は

富
士

が
峙
立

ッ
て
居

る
。
山
路
は

何

處
も
目
新

し

い
樹

木
で
、
華
麗

な
蝶

々
が
飛

ん
で
居
る

、
松
並

木
の
突
兀

た
る
坂

を
下
る
と
、
鈴

川

の
流

域
で

あ
る
。

シ
モ
ヤ

マ

へ
と
道

を
急

ぐ
頃

は
艶

麗
な
夕

陽

の
頃
で
あ
ッ
た

。
湖

水
に
續

い
て
五
ッ
あ

る
。

モ
ト

ス
、

シ
ヨ
ー
ジ
、
ネ

ン
バ

、
ヵ
ワ

グ
チ

、
小

マ
ナ

カ
で
、
西
方

モ
ト

ス
か
ら
東

方

小

マ
ナ

カ
へ
と
平

に
續

い
て
居

る
。
ネ

ン
バ
は

森

林
中

の
低

い
處

に
あ

る
、

こ
ゝ

に
は
一

部
分

湖
水

に
没

し
れ
村
落

が
湖
畔

に
あ
ッ

て
、
小
屋

の

屋
根
は

奇
妙

な
搆

造

で
、
住

民
は

木
綿

の
紺

の
縞

の
股
引

を

着

け

て

居

る
。

カ
ワ
グ
チ
は

五
湖
中
最
美
麗

な
湖
水
で

、
浮

上
ッ
た

の
も

一
二
尺
許

で
あ
ッ
た

の
で

、
水

に
浸

さ
れ
た
處

も
僅
少
で

あ
ッ
た

。

フ
ナ
ツ

、

コ
ダ



チ
等
は
風
趣

あ
る
古

刹

や
家
屋

が
、
盧
間

に
隠

見

し
て
居

る
の
は

、
宛

ら

ヨ
ナ

の
そ
れ
の
や
う
に
、
こ

の
他

の
湖

畔

の
村
落

の
如

く
、
繁
榮

し
て
居

ろ

の
で
あ

る
。

わ
れ
に

フ
ナ
ツ

(
船
津

)
か
ら
直

き
近
く

の
吉
田

に
泊
ッ
た

。
頃
は

九
月

の

初
で
、
盆
祭

の
最
中

で
あ

ッ
た

。
こ
れ
は

七
日
間
死
靈
を

祭

る
の
で

あ
る

山
側

に
火

が
燃

え

て
居

る
。
處

々
の
寺

へ
の
道

に
も
火
が
見

え
る

。
富
士

の
淋
し

い
大
傾
斜

に
も
休
息
所

や
草

刈
小
屋

、
炭
焼

小
屋

に

灯

が

見

え

る。
全
じ
景

色
を

瑞

西
で
見
た

こ
と
が
あ
ッ

た

。

マ
ー

チ
グ

ニ
ー
附

近
で

セ

ン
ト
、
ジ

ョ

ン
の
日

に
祝
火
を

上
げ

て
、
遠
方

の
隣

人

に
知

ら
す

る
の

で
あ

ッ
た

。
こ

の
儀
式

を
日
本

で
は

、
ヒ

マ
ツ
リ

と

い
ふ
て
居

る
。
こ

の

他

の
儀
式
は

家
族

の
墓
地

の
前

へ
食
物

を
供

え
る

。
吉

田
で
は

墓

地
は
多

く
は

裏
庭

の
隅

に
あ
ッ
た

。
そ
れ
か
ら
屋
内

に
は

小

さ
な
祭

壇
を

造
ッ

て
、
皿

に
米

、
果
物
、
糖

果
等

を
供
え

て
念
佛

を
唱

え
る
の
で

あ
ッ
た

。

九
月

の
四
日

に
大
風
雨

に
逢

ふ
た

。
此
日
は

實

に
大
風
大
雨

で

、
雨
戸
を

閉
ぢ

て
し
ま

ッ
た

の
で

、
眞

暗
で
あ

る
か
ら
、
何
す
る

事

も
出
來
ず

、
床

上
に
横
は

ッ
て
、
戸
外

の
騒
動

を
聞

い
て
居

る
許
り

。

こ
の
大
風

雨
中

に

俄
然
單

調

な
唱
歌

が
聞
え
る

の
で
、

雨

戸
を

透

し

て
見

る
と
、
簑

笠

い
で

た
ち

の

一
列
が
村
道

を
ね

ッ

て
行
く

の
で
あ
ッ
た

。
中

に
大

き
な
太
鼓
を

棒

に
て
肩

に
し
、
手

で
強

く
叩

い
て
行

く
、
何
と

い
ふ
の
で

あ

る
か
わ

か

ら

ぬ

が
、

一
聲

に
唸
ッ

て
行
く

。
こ
れ
を
松
葉

に
尋
ね
た

が
、
黙

し

て
答

へ
な
か

ッ
た
が

、遂

に
白
状

し
た

に
は
、
あ
れ
は

暴
風
雨

の
惡

魔

を
拂

ふ
爲

め
だ

と

い
ふ
の
で

あ
ッ
た

。
松
葉

は

い
ふ
ま
で

も
な
く
こ

ん
な

事
を

い
ふ

の
を
耻

ぢ
て
居
ッ
た

の
だ
。

し
か
し

か
ゝ
る

迷
信
者

の
あ
る

の
は

此

地
方

に
限

る
と

い
ふ
事
で
あ
ッ
た

。
兎

に
角

に
効
能

の
あ
ッ
た

の
か
、
大

風
雨
は

其
夜

の
内

に
吹

止
ん
だ

。
其
後
數

日
多
少

の
雨
に
あ

ッ
た

が
、
あ

の
日

の
や
う
な
暴

れ
は
な

か

ッ
た

。
天
氣

が
定

ッ
て
か
ら
、
徒
歩
で

甲
府

へ

と
志

し
た

。

フ
ナ
ツ

か
ら
カ

ワ
グ
チ

の
隅

を
横
斷

し

て
、
急

な
山
路
を

通

ッ
た

。

こ
ゝ

に
も
或

る
祭
り
が

あ
ッ

て
、
湖
水

に
は
舟
が
澤
山

に
浮

ん
で

大
鼓
を

叩
き
歌
を

唱
ふ
て
居
ッ

た

。
わ
れ
等

の
取

ッ
た

道
は
、
「
旅
行

案

内

」
に
は
人
力
車

が
通

ず
る

と
し

て
あ

ッ
た

が
、
七
月

の
大
雨

か
ら
續

い

て
、
此
頃

の
大
風

雨
で
道
路

が
大
破

し
て

、
到
底
俥

で

は
通

れ
な

い
の
で

あ
ッ
た

。
ま
た

一
方

の
道
は

ミ
サ
カ
峠

で
、

こ
ゝ
は

わ

れ
等
が
休
息

し
て

辨當
を

喫

し

、
富

士
の
景
色
を
稱

し
、

こ
の
わ
た

り

に
澤
山

に
あ
る

大
き

な
赤

い
蘇

苔

の
種
を

拾

ふ
た
處

で

あ

る
。

そ
れ

か
ら
ナ

カ
ヾ

ワ
と

い
ふ
村

へ
と
出
た

。

こ
ゝ

も
暴
風
雨

の
爲

め

に
大
破

し
て
、
街
道

や
庭

は
土
砂

や

倒

れ
た

樹

木
で
充
滿

し

て
居
り

、
家

の
屋
根

の
み
が
、
荒
廢

し
た

中

に
見

え
る

の
で
あ
ッ
た

。
日

本

の
屋
根

は
材

木
を

好
く

用
ゐ

て
あ

る
の
で
、
殊

に
屋
根
を

厚
く
葺

い
て
あ

る
時

は
、
家

の
中
で

一
番
堅
固
で

あ
る
。
暴
風

雨

や
地

震
で
は
下

の
方

に
破
れ
易

い
が
屋

根
は
破

れ
な

い
。
曾

て
東
海

道

附

近
で

、
屋
根
が

そ

ッ
く
り
他

の
所

へ
風

の
爲

め
に
持
ッ

て
行

か
れ
た

の

を見
た

事

が
あ

ッ
た

。
で

、

か
ゝ
る

損
害

を
爲
し
た

原
因

の
川
を

見
る

と

什
麼

に
も
少

さ
な
罪

の
な

い
、
廣

さ

一
ヤ
ー

ド
許

の
小
河
で

あ
ッ
た

。

甲
府
は

大
養
蠶

地

の
中

心
で

多
忙

な
地

で
あ

る
。
山
側

は
擧

げ

て
桑

樹
の

林
で

、
村

落
に
は

家
毎
に
黄
金
色

の
繭

が
堆
高
く

、
女

共
は
戸
口

に
喋

々

喃
々
と
し
て
絹

糸
を

繰
ッ

て
居
る

。
陽

氣
の
好

い
頃

に
日

本
人

の
家
屋
を

過
ぎ
る

と
、
屋

内

で
し

て
居

る
こ
と
は
何
で

も
見
え

る
。
家

屋
が
道
路

に



接
近
し
て
居

る
し
、
雨
戸
は

明
放
し
て
あ
る
か
ら
、
裏
庭
ま
で
見
通
し
で

あ
る
。
で
氣
候
が
寒
か
ッ
た
り
、
雨
で
も
降
る
日
は
雨
戸
葎
閉
ぢ
て
し
ま

う
の
で
、
憂
愁
で
寂
莫

な
樣

に
見
え
る
。
甲
府
で
上
等
な
劇
場

へ
行
ッ
た

其
後

に
蝋
細

工
の
見
世
物
と
い
ふ
の
を
見
た

が
、
其
實
は
木
を
彫
刻
し
て

塗
ッ
た
の
で
、
伊
井
掃
部
頭
の
殺
人
事
件
を
愕
く

べ
き
忠
實
を

以
て
自
然

を
寫

し

て
あ
ッ
た

。
掃
部
頭

は

東

京

の
町
で

、
冬

の
日

に
敵

の

大
名

の
臣

僕
の
爲

に
殺

さ
れ
た

の
で
、
雪

の
降
ッ
た
處

が
、
切

ら
れ
た
身
體

や
、
寸
斷

さ
れ
た

手
等
を

、
好
く

見
せ

て
居

る
、

最

後

の
二

ッ
の
人
形
が
、
機
械

仕
掛
で

あ
ッ
た

、
臣
僕
が
大
名

の
前

に
跪

い
て
、
徐

々
に
血
塗

れ

の
手
拭

を
開
く

と
、
敵

の
首

が
目
前

に
現
は

れ
る
。
そ

こ
で

大

名
の
眉
は

逆
立

ち
、
口

の
隅

が
下

ッ
て
、
驚
怖

の
滑
稽

的
な

表
情
を

示
し

て
居

ッ
た

。

日

本

の
多
く

の
部

分

よ
り

は

、

こ
ゝ
は

道
が
廣

い
、
そ
れ
で

比
較

的
に
人

力

車
が
少

い
。
旅

行

に
は
重

に
馬
車
で
す

る
。
馬
車

と
い
ふ

の
も

バ
ネ

な

し

の
少

さ
な

車
で
、
が
た
が
た

し

て
堪

ら
な

い
。
中
山

道
を

バ
ネ
湖

ま
で

馬
車
を

雇

ふ
た

が
、
十

四
哩

の
旅

で
、
到
着

し
た
時
は

殆
ど
茄

で
ら
れ
た

や
う
で

あ

ッ
た

。
甲
府

か
ら
數

哩
を

來
る

と
、
川

の
橋
が
押
流

さ
れ
た
處

へ
着

い
た

。
わ
れ
と
わ

が
荷
物
は

川
を

渡

ッ
た

が

、
馭

者
は

徒
渉

し

や
う

と
す

る
と
、
水

が
非
常

に
深

い
。
仕
方

が
な

い
の
で
わ

れ
は

、
折

好
く

も

人
夫
が
あ

ッ
た

の
で
、
河
原
を
半

哩
許

り
荷
物
を
運

ば
せ

て
、
他

の
馬
車

を
雇

ふ
こ
と
ゝ

し
た

。

旅
行
中
初

め
の
中
は
森

の
中

の
永

い
上
り

坂
で
、
道
側

に

は
處

々
に
村
落

が

あ

る

許

り
。
ツ

タ
キ
と

い
ふ
處

で

馬

を
換

え
る

の
で
止

ッ
た

。
こ

でゝ
は

學
校

の
饗
應

が

あ
ッ

て
、
式

場
は

提

灯

や
緑

葉
門

や
、
紙
製
の
花

で
粧
飾

し

て
、

寺

の
境
内

に
は

、
小
兒

等

が

、

飾
り
物

を
造

ッ
て
居

る
、
其

中
に
實
物
大

の
虎
を

、
種

々

の
色

の
藁
で

巧

に
造

ッ
て
あ

ッ
た

。

こ
の
邊

の
家
屋
は

本

製

で
低
く

て
、
檐
が
廣
く

、
其

の
屋

上
に
は

石
を
積

ん
で
あ
ッ

て
宛
ら
瑞

西

の
山
荘

の
思
が
す

る
。
た
ゞ

異

る
處
は

、
屋
根

の
頂
飾

が
緑

で
時
に

一
八
を
載
せ
る

が
、
多
く
は

ワ

シ

バ
を
附

け

て
あ

る
の
で

あ
る
。
家

毎
に
南
方

に
竹
籔

が
あ

ッ
て
、
そ
れ
が

屋
根

に
垂
下
ッ

て
居

る
。
そ
れ

か
ら
わ
れ
等
は
峠
を

越

し
て
十

二
哩
餘

の



埃
り

ま
み
れ

に
な
ッ

て
、
漸
く

ス
ワ

の
町

へ
と
着

い
た
。

こ
ゝ
は

湖
畔

の

平
地
で
、
小

さ
な

流
水
と
溝

と
で

二
分

さ
れ

て
居

る
。
住

民
は

長

い
狹

い

低
平

舟

に
乗

ッ
て
仕

事
を

し

て
居

る
。

カ
ミ
ノ

ス
ワ

に
泊

ッ
た

、
茶

屋
は

奇
麗

に
磨
き

上
げ
た

木
製

の
家
で

、
布

團

に
カ
イ
キ
と

い
ふ
て
、
薄

い
和

い
絹
で

被

ふ
て
あ

ッ
た

の
で
嬉

し
か

ッ

た。
清
潔

と

い
ふ
事
は

日
本
で
は
甚

だ
贅

澤
な
事
で

、
家

に

上

る
前

に
足

に
着

け
た

も

の
は

一
切
脱

い
で
し

ま

ふ
か
ら
、
疊
は

汚

れ
な

い
。
家

材
は

塗
り

も
せ

ず
、
汚

し
も
せ

ず
、
ワ

ニ
ス
も
塗

ら
な

い
。
そ

れ
で
自
然

の
色

で

、
て
か
て
か

し

て
居
る

。
天
井

は
薄

い
板

で
重
ね

て
張

ッ
て
そ

の
木
目

等

も
丁
寧

に
合
せ

て
あ

る
。
そ
れ
で
塵

埃
を

留
め
る

家
具
を

釣
ッ

た
り
、
据

え
た

り

し
て
な

い
、
敷
物
等

も
上
げ

て
振

ふ
世

話
も
な

い
。
で
西
洋

の
春

掃
除

の
や
う
な

お
ッ
く

う
な

事
は

少

し
も
な

い
。
毎
朝
座
敷
は

箒

き

出

す
、
天
井

や
壁
は

塵
彿

で
は
た

く
。
で

あ
る

か
ら
甚

だ
清

浄
で
宛

ら
新

し

い
留
針

の
や
う
で
あ

る
。
シ
モ
ノ

ス
ワ
に
三
哩
許

上
で
、
甲
州
街
道

と
中
山

道

と
接
合
す

る
處

で

あ
る

。
こ
の

中
山

道

と

い
ふ

の
は
東

京

か
ら
京

都

へ

の
中
央

の
山

道
で
あ
る

。
新

道
は

な

か
な
か

佳

く
出
來

て
居

て
、
傾
斜

も

良
好
で

あ
る

が
、
烈
し

い
往

來
で
崩
れ
た

り

、
人
力

車

の
轍

の
痕

が
全
體

に
あ
る
の
で

あ
ッ
た

。
わ

れ

の
人
夫

は
舊

道

の
險

阻
な
處
を

常

に
徒

歩
す

る
、
荷

物
を
積

ん
だ
人
力
車
は

早

か
ッ
た

が
、
わ

れ

の
乗
ッ
た
人

力

車
は

二
日

も
遅

く

着

い
た

の
で

あ

ッ
た

。
實

に
道
中
は
徒
歩

に
限
る
と
思

ふ
た

シ
ヲ
ジ
リ

峠

か
ら

ス
ワ
を
見

返
ッ

て
、
遙

に
秋

の
愛

ら
し

い
空

に
富

士
を

眺
め
た

。

そ
の
下
に
は
群
山

が
連

な
り

、
河

や
平

原

が
見
え
る

の
で

あ
ッ

た。
中
山

道

の
風
景
は

、
木
曾
川

の
流

域

へ
近

づ
く

に
隨

て
佳
く
な

る
。

第

一
に
は

ト
リ
ヰ
峠

の
頂
き
で
見
た

、
こ
ゝ

は
海
抜

四
千
尺

と

い
ふ
事
だ

。

沿
道

の
村
落

に
は

衣
服

、
建
築

物
、
製
造
物
等
甚

だ

不
思
議

な
も

の
が

あ

る
製

造
物

に
は
廉
價

な
漆

器
、
櫛

、
漬

物
等

で

、
松
葉
は

こ
れ
を

大
概
買

求

め
た

。

こ
れ

は
日

本
人
は
旅

行
す

る
と

そ
の
土
地

の
「
名
物

」
を
土
産

に

買

ふ
て
歸
る

慣
習

が
あ
る

の
で

あ
る
。

こ
の
地
方

に
は

有
名
な
山

が
澤
山
あ

ッ
て
各

特
種

の
神

と
神
龕

が

あ
ッ

て
、
堪
え

ず

白
衣
を
着
け

て
、
長

い
杖

を
持
ッ

て
笠
を

被

ッ
た
參

詣
者

に

出
逢

ふ
の
で

あ
ッ
た

。

そ
れ
か
ら

こ
の
參

詣
者

が
木
曾
川

の
船
路
を
來

る

も

の
も
あ

ッ
た

。
天

氣

が
非
常

に
好

か
ッ
た
數

日
後

、
無
數

の
蜻
★

が
川

の

上
に
翔

け
る
の
で
、
宛

ら
日
を

蔽

ふ
ば

か
り

で

、
着

物
も
脱
ぎ
た

い
位

で
あ

ッ
た

が

、
俄
然

劇
烈
な
暴

風
雨

が
起
ッ

て
、

ス
ワ
ラ
と

い
ふ
村

へ
と

籠

城
し
た

。
參

詣
者

も
澤
山

同
じ
茶
屋

へ
と
詰
掛
け

て
、

一
日
鈴
を

鳴

ら

し

て
、
撃
拆

で
拍
子

を
と

ッ
て
、
祈
祷

の
歌

を
唱

へ
て
居

ッ
た

。
翌

朝
も

三
時

か
ら
初

め
て
出
發

ま
で

や
ッ
て
居
ッ
た
。

こ
れ
等

の
參

詣
者

の
動
機

は
別
に
悔

悟
等

と
い
ふ
の
で
は
な

い
。
山
地

の
旅

行
は
甚
だ

困
難

な

も
の

で

あ
る
が
、
日

本
人
は

皆
健

脚
家
で

、
單

純
な
生
活

に
も
馴

れ
て
居
る

の

で
到

る
處

に

、
新

し
み
と
美

し
さ
を

感

得
し

て

こ
れ
を
文

章

に
の

こ
し

て

あ
る

。
日
本
人

の
故
國

の
歴
史
及
丈
學

は
彼
等

の
教

育

の
大
部

分
を
形
成

ッ
て
居

る
。
で

そ
の
各
著

名
な
點

は

、
自
然
美

を
離

れ
た

、

口
碑

や
詩
的

な
聯
想

を
有

し
て
居

る
の
で
あ

る
。
ま
た

宗
教

も
預

ッ
て
力

が
あ
る

、
で

寺
院

や
宮
龕

が
神

聖
で
あ
る

ば

か
り

で
な
く

、
各
詩
的
な
思
想

や
、
英

雄

的

の
事
績

、
ま
た

崇

高
な
樹

木
、
岩

石
、

も
し

く
は
優
麗
な
風

景
等

が
、

或
る
神

聖
な

も

の
と
な
ッ

て
居

る
の
で
あ
る

。


